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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の第１位置と第２位置との間を移動可能な可動部材と、複数のＬＥＤが搭載された
発光基板と、所定態様で動作する電動役物とを備えてなるパチンコ機であって、
　前記可動部材に、透光性を有する発光部と、透光性を有さないカバー部とが設けられ、
当該可動部材が前記電動役物に設置されているとともに、前記発光基板が前記電動役物に
内蔵されており、
　前記可動部材が、前記発光部が露出して前記発光基板の前方に位置し、前記ＬＥＤを発
光させることで発光演出が行われる前記第１位置と、前記発光部が前記電動役物の内部に
収納されるとともに前記カバー部が前記発光基板を覆う前記第２位置との間で移動可能で
あることを特徴とするパチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技領域へ遊技球を打ち込んで流下させて遊技するパチンコ機に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般的なパチンコ機には、図柄始動口への遊技球の入賞等といった所定条件が充
足された際に図柄を変動表示するとともに、所定時間の経過に伴い図柄を大当たり表示態



(2) JP 6288484 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

様又は外れ表示態様で確定表示させる図柄表示部と、図柄表示部における表示状況や大当
たり状態の生起等といった遊技状態に応じて動作する電動役物とが設けられている。そし
て、このようなパチンコ機の中には、たとえば特許文献１に記載されているパチンコ機の
ように、電動役物にＬＥＤを内蔵するとともにＬＥＤの前方に光拡散部を設け、電動役物
の動作と共にＬＥＤを発光させる演出、すなわち部材の移動とＬＥＤの発光との両動作を
組み合わせた演出を行うものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１５８３２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のパチンコ機では、部材の移動とＬＥＤの発光との両動作を組み合
わせた演出を行うに際し、ＬＥＤと光拡散部との相対的な位置関係は常にかわらず、光拡
散部と共にＬＥＤを搭載した発光基板をも移動させるという構造を採用している。したが
って、発光基板の移動時に配線が損傷するおそれが高いという問題がある上、発光基板に
配線を接続するに際し、少なくとも動作範囲だけ余裕をもたせて配線する必要があること
から、配線のためのスペースも余分に必要になり、他の部材の邪魔になったり設計自由度
が低下してしまう等といった問題もある。また、光拡散部のみならず、発光基板をも移動
させなければならないことから、どうしてもトルクの大きい大型のモータを設置しなけれ
ばならないため、設計自由度が一層低下してしまうことにもなる。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みなされたものであって、発光基板を移動させること
なく、部材の移動とＬＥＤの発光との両動作を組み合わせた演出が可能であり、配線が損
傷してしまうような事態を防止することができる上、省スペースにより設計自由度の高い
パチンコ機を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、所定の第１位置と第２位置との間を移動可能な
可動部材と、複数のＬＥＤが搭載された発光基板と、所定態様で動作する電動役物とを備
えてなるパチンコ機であって、前記可動部材に、透光性を有する発光部と、透光性を有さ
ないカバー部とが設けられ、当該可動部材が前記電動役物に設置されているとともに、前
記発光基板が前記電動役物に内蔵されており、前記可動部材が、前記発光部が露出して前
記発光基板の前方に位置し、前記ＬＥＤを発光させることで発光演出が行われる前記第１
位置と、前記発光部が前記電動役物の内部に収納されるとともに前記カバー部が前記発光
基板を覆う前記第２位置との間で移動可能であることを特徴とする。
【０００７】
　なお、モータの駆動により移動可能な可動部材と、複数のＬＥＤが搭載された発光基板
と、所定態様で動作する電動役物とを備えてなるパチンコ機において、前記可動部材に透
光性を有する発光部が設けられ、当該可動部材が前記電動役物に設置されているとともに
、前記モータ及び前記発光基板が前記電動役物に内蔵されており、前記可動部材が、前記
発光部が露出して前記発光基板の前方に位置し、前記ＬＥＤを発光させることで発光演出
が行われる第１位置と、前記発光部が前記電動役物の内部に収納され、前記第１位置では
ない第２位置との間で移動可能であるという第１の構成を採用することも可能である。
　一方、モータの駆動により移動可能な可動部材と、複数のＬＥＤが搭載された発光基板
とが備えられているとともに、遊技盤の前面に遊技球が流下可能な遊技領域が形成され、
前記遊技領域内に、図柄を表示可能な図柄表示部と所定態様で動作する電動役物とが設け
られており、所定の条件が充足されると、前記図柄表示部において前記図柄が変動表示し
、所定の時間が経過すると前記図柄が確定表示される一方、前記図柄の変動表示中に、前
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記電動役物が動作するパチンコ機において、前記可動部材を前記電動役物に設置するとと
もに、前記モータ及び前記発光基板を前記電動役物に内蔵する一方、前記可動部材に透光
性を有する光拡散部を設け、前記可動部材を、前記光拡散部が露出して前記発光基板の前
方に位置する前記第１位置と、前記光拡散部が前記電動役物の内部に収納された前記第２
位置との間で移動可能とするという第２の構成を採用することも可能である。
【０００８】
　また、上記発明や上記第１の構成を採用したもの、第２の構成を採用したものにおいて
、前記可動部材を上下方向へ昇降可能に設置するとともに、前記電動役物における前記可
動部材よりも上方で、且つ、前記可動部材の左右両側縁よりも左右方向で内側となる位置
に、左右一対の掛止部を設け、各掛止部と、前記可動部材における前記掛止部よりも左右
方向で外側となる位置とを一対のバネで連結し、各前記バネが、自身が縮む斜め上方へ前
記可動部材を付勢するようにしたという第３の構成を採用することも可能である。
　そして、そのような第３の構成を採用することで、可動部材の昇降動作時に可動部材が
左右で傾いたり、前後にばたついたりすることを防止することができるといった効果を奏
することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、発光部を備えた可動部材を、発光部が露出して発光基板の前方に位置
し、ＬＥＤを発光させることで発光演出が行われる第１位置と、発光部が電動役物の内部
に収納されるとともにカバー部が発光基板を覆う第２位置との間で移動可能としているた
め、発光基板を移動させずとも、可動部材の移動とＬＥＤの発光との両動作を組み合わせ
た演出が可能となっている。したがって、発光基板を移動させるものと比較して、発光基
板の配線が損傷するおそれが低い。また、配線のためのスペースを省スペース化すること
ができるとともに、発光基板の重量だけ可動部の重量を低減することができるため、たと
えば比較的小さなモータで可動部材を動作させることができ、配線やモータが他の部材の
邪魔になったりしない上、電動役物の設計自由度を向上することができる。
　さらに、可動部材を電動役物に設けているため、電動役物が動作した上で、更に可動部
材が動作するといった二段形式の動作演出を実行することができ、パチンコ機の遊技性を
向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】パチンコ機を前面側から示した説明図である。
【図２】遊技盤を前面側から示した説明図である。
【図３】パチンコ機を後面側から示した説明図である。
【図４】センター部材を前面側から示した説明図である。
【図５】電動役物を取り外した状態を前面側から示した説明図である。
【図６】センター部材の斜視説明図であり、機構部を分解した状態を示している。
【図７】図４中のＡ－Ａ線の部分（特に機構部）断面を示した説明図である。
【図８】昇降部材が下降した状態にあるセンター部材を前面側から示した説明図である。
【図９】本体カバーを取り外し、電動役物の内部を示した説明図であり、昇降部材は上昇
位置にある。
【図１０】本体カバーを取り外し、電動役物の内部を示した説明図であり、昇降部材は下
降位置にある。
【図１１】昇降部材及びその駆動機構を示した斜視説明図である。
【図１２】電動役物を後面側から示した説明図である。
【図１３】カバー体の内部にある電動役物を動作させる機構を後面側から示した説明図で
あり、電動役物は下降位置にある。
【図１４】カバー体の内部にある電動役物を動作させる機構を後面側から示した説明図で
あり、電動役物は上昇位置にある。
【図１５】（ａ）は、昇降アームを示した斜視説明図であり、（ｂ）は、補強金属板を取
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り外した状態を示した昇降アームの斜視説明図である。
【図１６】電動役物が上昇位置にある状態を前面側から示した説明図である。
【図１７】電動役物が左側へ揺動した状態を前面側から示した説明図である。
【図１８】電動役物が右側へ揺動した状態を前面側から示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態となるパチンコ機について、図面にもとづき詳細に説明する
。
【００１２】
（パチンコ機の全体的な説明）
　図１は、パチンコ機１を前面側から示した説明図である。また、図２は、遊技盤２を前
面側から示した説明図である。さらに、図３は、パチンコ機１を後面側から示した説明図
である。
　パチンコ機１は、遊技盤２の前面に形成された遊技領域１６内へ遊技球を打ち込み、遊
技領域１６内を流下させて遊技するものであって、遊技盤２は、支持体として機能する機
枠３の前面上部に、金属製のフレーム部材であるミドル枠５を介して設置されている。ま
た、遊技盤２の前方には、ガラス板を嵌め込み設置してなる前扉４が、左端縁を軸として
片開き可能に機枠３に蝶着されており、該前扉４によって閉塞される遊技盤２の前方空間
が遊技領域１６とされている。
【００１３】
　当該遊技領域１６は、遊技盤２の前面に円弧状に配設された外レール２３及び内レール
２４等によって囲まれており、遊技領域１６に左部における両レール２３、２４間が遊技
球を遊技領域１６内へ打ち込むための発射通路１３とされている。また、遊技領域１６の
略中央には、遊技領域１６の半分以上の面積を有する大開口が開設されており、該大開口
内には、「０」～「９」の数字や絵柄等からなる図柄を表示するための図柄表示部６を有
する電動役物３１が設けられている。さらに、電動役物３１を収納可能なカバー体３２（
図４に示す）と、電飾部材２０や電動役物３１を囲むように配設された種々の報知部材３
０、３０・・とを有するセンター部材２６が遊技盤２に設置されている。さらにまた、遊
技領域１６には、一対の爪片を開閉動作可能に備えたチューリップ式電動役物１７、開閉
可能な扉部材を有する大入賞装置１８、遊技球が入賞可能な図柄始動口１９や多数の遊技
釘等が設置されている。加えて、遊技領域１６の左下部には、３つの入賞口９１ａ、９１
ｂ、９１ｃが設けられているとともに、遊技領域１６のチューリップ式電動役物１７と大
入賞装置１８との間にも入賞口９１ｄが設けられている。
【００１４】
　また、機枠３の前面側であって上記遊技盤２の下方には、遊技球を発射装置１０へ供給
するための供給皿７、及び供給皿７から溢れた遊技球を貯留するための貯留皿８が取り付
けられており、供給皿７は前扉４の開放に伴い、貯留皿８はミドル枠５の開放に伴い夫々
機枠３に対して片開き可能となっている。さらに、貯留皿８の右側には、発射装置１０を
作動させるためのハンドル９が回動操作可能に設置されている。加えて、供給皿７の前方
には、遊技者が任意に押し込み操作可能な押しボタン２５が設けられている。
　さらに、前扉４の上部には、効果音や各種メッセージ等を報音する一対のスピーカ１４
、１４が設けられており、前扉４の側部には、パチンコ機１の遊技状態等に応じて点灯・
点滅する複数のＬＥＤを備えたランプ部材１５、１５が設けられている。
【００１５】
　一方、機枠３の後面側には、供給皿７へ貸球や賞品球として払い出される遊技球を貯留
するための貯留タンク１１、当該貯留タンク１１と連結された払出装置１２、払出装置１
２における払い出し動作を制御する払出制御装置２８、及び各制御基板や装置・部材に電
源電圧を供給するための電源装置２９等が設置されている。また、２１は、合成樹脂製の
カバー状に形成されたセンターカバーであって、当該センターカバー２１の内部には、遊
技に係る主たる制御（たとえば、所謂「大当たり抽選」等）を実行するためのメイン制御
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装置（図示せず）、図柄表示部６における表示動作等を制御する表示制御装置（図示せず
）、ランプ部材１５や報知部材３０、電飾部材２０の点灯／点滅動作等を制御する発光制
御装置（図示せず）、スピーカ１４からの報音動作を制御する音制御装置（図示せず）、
及び表示制御装置や音制御装置等の動作を統合的に制御するとともに、電動役物３１の動
作を制御するサブ制御装置（図示せず）等が設置されている。尚、２２は、パチンコ機１
をトランスに接続するためのプラグであり、２７は、アースである。
【００１６】
　以上のようなパチンコ機１では、遊技者によってハンドル９が回動操作されると、発射
装置１０が作動して遊技球が遊技領域１６内へ打ち込まれる。そして、遊技領域１６内を
流下する遊技球が図柄始動口１９やチューリップ式電動役物１７へ入賞すると、メイン制
御装置にて「大当たり抽選」を行う。該「大当たり抽選」は、乱数から１つの数値を取得
する態様で行われ、取得した数値に応じて、「大当たり」であるか「外れ」であるかを決
定するとともに、図柄の変動時間を決定する。そして、「大当たり抽選」の結果、「大当
たり」である場合には、決定した変動時間だけ図柄を変動表示させた後、図柄表示部６に
所定の「大当たり図柄」（たとえば、「７、７、７」等）を確定表示させる。さらに確定
表示後、大入賞装置１８の扉部材を所定回数にわたって断続的に開成させるといった所謂
「大当たり状態」を生起させる。一方、「大当たり抽選」の結果、「外れ」である場合に
は、決定した変動時間だけ図柄を変動表示させた後、図柄表示部６に「外れ図柄」（たと
えば、「１、２、１」等）を確定表示させる。また、図柄の変動表示中（たとえばリーチ
演出中等）において、サブ制御装置による制御のもと、電動役物３１を種々の態様で遊技
盤２面と平行な面内で動作させ、遊技者に「大当たり状態」生起の期待感を抱かせる。
【００１７】
（電動役物の構造）
　ここで、本発明の要部となるセンター部材２６及び電動役物３１について、まずセンタ
ー部材２６の構造を図４～図７にもとづき詳細に説明する。図４は、センター部材２６を
前面側から示した説明図である。図５は、電動役物３１を取り外した状態を前面側から示
した説明図である。図６は、センター部材２６の斜視説明図であり、機構部３６を分解し
た状態を示している。図７は、図４中のＡ－Ａ線の部分（特に機構部３６）断面を示した
説明図である。
【００１８】
　センター部材２６のカバー体３２は、前面に開口する合成樹脂製の箱体で、電動役物３
１を収納可能となっているとともに、カバー体３２の前面開口の周縁部には、遊技盤２の
後面へ固定するための固定部３３、３３・・が設けられている。また、カバー体３２の内
面には、カバー体３２の内部空間を前後で仕切るように装飾パネル３４が取り付けられて
いる。装飾パネル３４は、金属片を混入した合成樹脂製で、該装飾パネル３４の前方に電
動役物３１が収納されるようになっており、電動役物３１の可動範囲よりも広い範囲にわ
たり位置している。また、装飾パネル３４の表面で、電動役物３１の後方となる位置には
、電動役物３１が装飾パネル３４の前方をスライドする際に、前後方向へのバタ付きを防
止するための案内レール３５、３５が「ハ」字状に設けられている。
【００１９】
　加えて、カバー体３２の下部で、電動役物３１を収納した際に電動役物３１よりも下方
となる位置には、機構部３６が設けられており、該機構部３６には、図柄始動口１９や入
賞口９１ａ～９１ｄへ入賞した遊技球を下方へ排出するための第１排出レール３７と第２
排出レール３８とが組み付けられるとともに、第１排出レール３７を組み付けた際に第１
排出レール３７と機構部３６との間に形成される空間を仕切るための仕切り部材３９が組
み付けられるようになっている。第１排出レール３７は、前面に開口する箱体で、１つの
排出路３７ａが設けられており、機構部３６の左側部にネジ止めされるようになっている
。そして、３つの入賞口９１ａ、９１ｂ、９１ｄへ入賞した遊技球は夫々図示しないセン
サを通過した後、全て排出路３７ａへ導かれ、下方へと排出されるようになっている。一
方、第２排出レール３８は、第１排出レール３７同様に、前面に開口する箱体で、３つの
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排出路３８ａ、３８ｂ、３８ｃが設けられており、機構部３６の右側部にネジ止めされる
ようになっている。そして、チューリップ式電動役物１７及び図柄始動口１９へ入賞した
遊技球は夫々対応するセンサ（図示せず）を通過した後、左側の排出路３８ａへ導かれ、
下方へと排出されるようになっている。また、入賞口９１ｄへ入賞した遊技球は中央の排
出路３８ｂへ、大入賞装置１８へ入賞した遊技球は右側の排出路３８ｃへ、夫々対応する
センサを通過した後に導かれ、下方へ排出されるようになっている。
【００２０】
　さらに、仕切り部材３９は、第１排出レール３７の後方に、第１排出レール３７と共に
ネジ止めされるようになっており、仕切り部材３９を組み付けることで第１排出レール３
７と仕切り部材３９との間、及び仕切り部材３９と機構部３６との間に夫々空間が形成さ
れることになる。そして、該両空間は、電動役物３１とサブ制御装置とを電気的につなぐ
リード線を通すための配線路として利用可能となっており、前方側の第１配線路３９ａに
は、電動役物３１の図柄表示部６のためのリード線が通され、後方側の第２配線路３９ｂ
には、その他のリード線（たとえば電動役物３１をスライドさせるためのモータや電動役
物３１の装飾ＬＥＤ９２等のためのリード線）が配線されるようになっている。尚、機構
部３６の左端部には、リード線を接続するためのコネクタ部４０が設けられており、第１
排出レール３７や仕切り部材３９を組み付けることで、該コネクタ部４０の上方に、リー
ド線を引き出すための引き出し口（図示せず）が形成される。
【００２１】
　次に、電動役物３１の構造を図４～図７に加え、図８～図１２にもとづき詳細に説明す
る。図８は、昇降部材４４が下降した状態にあるセンター部材２６を前面側から示した説
明図である。図９は、本体カバーを取り外し、電動役物３１の内部を示した説明図であり
、昇降部材４４は上昇位置にある。図１０は、本体カバーを取り外し、電動役物３１の内
部を示した説明図であり、昇降部材４４は下降位置にある。図１１は、昇降部材４４及び
その駆動機構を示した斜視説明図である。図１２は、電動役物３１を後面側から示した説
明図である。
【００２２】
　一方、電動役物３１は、正面視が所定のキャラクター形状（ここではダルマ）に形成さ
れ、その前面の表面積が遊技領域１６の面積の半分以上にもなる本体カバー内に各種基板
や駆動機構等を設置してなるもので、中央より稍下方となる位置に図柄表示部６が設けら
れている。また、図柄表示部６の下方には、図柄表示部６で図柄の変動表示中に図柄始動
口１９及びチューリップ式電動役物１７へ遊技球が入賞した際、当該入賞を保留として表
示する保留表示部４１と、図柄表示部６における確定表示に伴い「大当たり」であるか「
外れ」であるかをＬＥＤの点灯（大当たり）／消灯（外れ）で表示する証拠図柄表示部４
２とが設けられている。さらに、図柄表示部６の周囲には、図柄表示部６における変動表
示態様（たとえばスーパーリーチ等）に応じて種々の色及び態様で点灯／点滅する複数の
装飾ＬＥＤ４３、４３・・が設けられている。加えて、本体カバーは、透光性を有する合
成樹脂で形成されているともに、本体カバーの内部で、電動役物３１の外周縁部にも、多
数の装飾ＬＥＤ９２、９２・・を前方へ向けて発光するように搭載した発光基板９３、９
３・・が設置されており、上記装飾ＬＥＤ４３同様に、図柄表示部６における変動表示態
様に応じて電動役物３１全体が種々の色／及び態様で点灯／点滅するようになっている。
尚、ダルマの目に相当する箇所の内部等にも図示しない装飾ＬＥＤが設置されている。
【００２３】
　さらに、電動役物３１における図柄表示部６の上部には、本体カバーに図示しない開口
が設けられているとともに、本体カバーに対して昇降し、該開口を開閉する昇降部材４４
が設けられている。昇降部材４４は、キャラクター状のブロック体４５ａ及びブロック体
４５ａの周囲に取り付けられた透光性を有する光拡散板４５ｂからなる発光部４５と、発
光部４５よりも前方へ突出されており、透光性を有さない合成樹脂製のカバー部４６とか
らなる。また、本体カバー内には、昇降部材４４を昇降させるための昇降機構が設けられ
ている。該昇降機構は、モータ４７と、モータ４７の駆動に応じて前後方向を軸に相反方
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向へ回転する一対のギア４８、４８とからなり、各ギア４８の偏心位置には、前方へ突出
する突起４８ａが設けられている。該ギア４８、４８は、モータ４７の下方で、且つ、モ
ータ４７を中心として突起４８ａ同士が左右で対称に位置するような姿勢で並設されてい
る。また、各ギア４８の左右方向で外側には、案内溝５５に沿って上下方向へスライド可
能なスライド体５６が夫々設けられている。そして、上記昇降部材４４の発光部４５ａが
、突起４８ａ、４８ａに軸着されているとともに、スライド体５６、５６に固着されてい
る。したがって、モータ４７の駆動に伴いギア４８、４８が回転し、各ギア４８の突起４
８ａが上下方向へ移動するのに伴って、昇降部材４４は、カバー部４６により本体カバー
の開口を閉塞してカバー部４６のみが本体カバー外に露出し、発光部４５については本体
カバー内に収納された状態である上昇位置（第２位置であって、図４に示す）と、カバー
部４６が図柄表示部６の前方を覆う位置まで下がり、発光部４５が開口を介して本体カバ
ー外に露出する下降位置（第１位置であって、図８に示す）との間を、スライド体５６に
案内されながら昇降可能となっている。
【００２４】
　さらにまた、ギア４８、４８よりも上方には、掛止片５４、５４が設けられており、掛
止片５４、５４と発光部４５の左右上隅部（すなわち掛止片５４よりも左右方向で外側と
なる位置）とがコイル状のバネ４９、４９で連結されている。つまり、バネ４９、４９は
、下方へ向かって左右外側へ拡がる正面視「ハ」字状となるような姿勢で取り付けられて
おり、各バネ４９は、自身が縮む斜め上方へ昇降部材４４を付勢している。そして、その
ようなバネ４９、４９により昇降部材４４を付勢することで、昇降部材４４の昇降動作時
に昇降部材４４が左右で傾いたり、前後にばたついたりすることを防止可能としている。
加えて、昇降部材４４の後方には、複数のＬＥＤ５０ａ、５０ａ・・が前方へ向けて発光
するように搭載された発光基板５０が固定されている。該発光基板５０は、昇降部材４４
が上昇位置にある際にはカバー部４６の後方に位置し、カバー部４６により被覆され、遊
技者からは視認できないようになっている。そして、昇降部材４４が下降位置に達すると
発光基板５０の前方に発光部４５が位置し、当該状態でＬＥＤ５０ａ、５０ａ・・を点灯
／点滅させることにより、光拡散板４５ｂを介して拡散された光による発光演出が可能と
なっている。
【００２５】
　また、電動役物３１の後面の周縁部にも、前面側同様に、装飾ＬＥＤ５１、５１・・が
設けられている。後方へ向けて発光する該装飾ＬＥＤ５１、５１・・も、図柄表示部６に
おける変動表示態様や電動役物３１の動作に応じて点灯／点滅するようになっており、金
属片が混入された装飾パネル３４に反射して電動役物３１の外周縁を浮かび上がらせる間
接照明として機能するようになっている。尚、装飾ＬＥＤ５１、５１・・は、装飾ＬＥＤ
９２、９２・・と同じ発光基板９３に搭載されている（搭載面の表裏は異なっている）。
　さらに、電動役物３１の後面で、下方の左右両側には後方へ突出する一対のリブ５２、
５２が上下方向へ延設されており、電動役物３１をカバー体３２内へ収納した際、当該リ
ブ５２、５２の後面が案内レール３５の前面に交差するような姿勢で当接するようになっ
ている。
【００２６】
　加えて、電動役物３１の下端には、配線路３９ａ、３９ｂに沿って配線されるリード線
を本体カバー内へ引き込むための引き込み口（図示せず）が下方へ開口している。また、
引き込み口の内側には、中心にネジ孔が形成された昇降用連結ボス５３が後方から前方へ
突設されており、引き込み口を左右に区画している。そして、第１配線路３９ａに沿って
配線されたリード線は昇降用連結ボス５３の右側から、第２配線路３９ｂに沿って配線さ
れたリード線は昇降用連結ボス５３の左側から夫々本体カバー内へ引き込むようになって
いる。
【００２７】
　次に、電動役物３１を動作させる機構について図４～図１２に加え、図１３～図１８に
もとづき詳細に説明する。図１３は、カバー体３２の内部にある電動役物３１を動作させ
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る機構を後面側から示した説明図であり、電動役物３１は下降位置にある。図１４は、カ
バー体３２の内部にある電動役物３１を動作させる機構を後面側から示した説明図であり
、電動役物３１は上昇位置にある。図１５（ａ）は、昇降アーム６６を示した斜視説明図
であり、図１５（ｂ）は、補強金属板６９を取り外した状態を示した昇降アーム６６の斜
視説明図である。図１６は、電動役物３１が上昇位置にある状態を前面側から示した説明
図である。図１７は、電動役物３１が左側へ揺動した状態を、図１８は電動役物３１が右
側へ揺動した状態を夫々前面側から示した説明図である。
【００２８】
　電動役物３１を動作させる機構としては、電動役物３１を遊技領域１６と平行な面内で
左右方向へ揺動させるための揺動用機構と、電動役物３１を遊技領域１６と平行な平面内
で上下方向へスライドさせるための昇降用機構とが備えられている。まず、揺動用機構に
ついて説明すると、装飾パネル３４の後方でカバー体３２の内部となる位置に、電動役物
３１の後面に突設された揺動用連結ボス５９に軸着された第１ケーシング体７５が設けら
れており、該第１ケーシング体７５に揺動用機構が設置されている。そのため、揺動用機
構は、カバー体３２に対しては独立しており、カバー体３２の内部において第１ケーシン
グ体７５と共に移動可能となっている。そして、その揺動用機構は、揺動用モータ６０と
、揺動用モータ６０の駆動に連動して回転する複数のギア（図示せず）と、揺動用モータ
６０が駆動した際に複数のギアを介して左右方向へ揺動する揺動アーム６１と、揺動アー
ム６１（ひいては電動役物３１）の揺動を案内する揺動ガイド体６２及び揺動用スリット
６３とを備えてなる。
【００２９】
　揺動用モータ６０は、前後方向を軸として回転するように第１ケーシング体７５に設置
されている。また、揺動アーム６１は上下方向へ長い帯状体で、第１ケーシング体７５の
内部における揺動モータ６０の前方位置において、揺動モータ６０の駆動に伴い上端部を
軸として左右方向へ揺動可能に取り付けられている。尚、揺動用モータ６０の駆動に連動
する複数のギアによって揺動アーム６１を揺動させるための構造としては、以下のような
一般的な構造を採用している。つまり、揺動用モータ６０の駆動に連動し、前後方向を軸
として回転するギアを設けるとともに、該ギアの前面における偏心位置に前方へ突出する
突起を設ける一方、揺動アーム６１にその長手方向へ延びるスリットを設け、ギアの突起
を揺動アーム６１のスリットへ挿通させてギアと揺動アーム６１とを連結した構造である
。
【００３０】
　また、揺動アーム６１の下部には、揺動アーム６１を前後方向で貫通するように揺動ガ
イド体６２が取り付けられており、該揺動ガイド体６２の前端部が揺動用連結ボス５９に
軸着されている。さらに、第１ケーシング体７５の後面には、揺動アーム６１が揺動した
際の揺動ガイド体６２の移動軌跡に沿って揺動用スリット６３が開設されている。そして
、揺動ガイド体６２の後端部が揺動用スリット６３へ係合しており、揺動用スリット６３
内を揺動方向でスライド可能となっている。一方、電動役物３１の下端部には、昇降用連
結ボス５３へ螺着される昇降ガイド体５７が設けられており、当該昇降ガイド体５７がカ
バー体３２の後面に上下方向へ長く開設された昇降用スリット５８へ上下方向へのみ移動
可能に係合されており、左右方向への移動については規制可能としている。
【００３１】
　そして、上記揺動用機構では、揺動用モータ６０が駆動すると揺動アーム６１が揺動し
、該揺動アーム６１の揺動に伴い、電動役物３１が、揺動ガイド体６２及び揺動用スリッ
ト６３に案内されながら、昇降ガイド体５７の位置を軸として図１７に示す左位置から図
１８に示す右位置に亘り左右方向へ揺動するようになっている。尚、揺動用スリット６３
の中央下面には、図示しない僅かな凹部が形成されている。そして、該凹部へ揺動ガイド
体６２が嵌り込むことにより、電動役物３１が揺動方向で中央に位置する際に、電動役物
３１をガタ付かせることなく安定して保持可能としている。また、揺動アーム６１におけ
る揺動ガイド体６２の貫通箇所も、上記揺動を可能とするために揺動アーム６１の長手方
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向へ長いスリット状となっている。
【００３２】
　一方、昇降用機構は、カバー体３２の内部に固定された第２ケーシング体内に設けられ
ており、カバー体３２に固定された昇降用モータ６５と、昇降用モータ６５の駆動に連動
して回転するカム６８を含んだ複数のギアと、カム６８によりカバー体３２内部で上下方
向へ揺動する昇降アーム６６と、電動役物３１を上昇方向へ付勢するバネ部材６７と、電
動役物３１の昇降を案内する昇降ガイド体５７及び昇降用スリット５８とを備えてなる。
昇降用モータ６５は、カバー体３２の後方から見て左上部となる位置に前後方向を軸とし
て回転するように設置されており、該昇降用モータ６５の近傍には、カム６８が取り付け
られている。カム６８は、外周縁部の一部が径方向で他の部位よりも突出するもので、該
突出部は鉤状に形成され、その周面で昇降アーム６６の基端部後面に設けられた突起６４
を押圧し、昇降アーム６６を作動させる作用部６８ａとなっている。そして、該カム６８
が前後方向を軸として回転すると、基端部が上限位置にある（すなわち、電動役物３１が
下降位置にある）昇降アーム６６の突起６４を作用部６８ａが押圧し、当該昇降アーム６
６の基端部を下限位置に達する（すなわち、電動役物３１が上昇位置に達する）まで押し
下げるようになっている。
【００３３】
　また、昇降アーム６６は、左右方向へ長い合成樹脂製の棒状部材であって、前後方向へ
折り曲げてなる段部を有するとともに、後面には補強金属板６９が固着されてなる。さら
に、昇降アーム６６の中間部である略中央部分には軸孔７０が設けられている。そして、
該軸孔７０へ中心軸７０ａが挿通されて、第２ケーシング体の内部で昇降用モータ６５よ
りも中央寄りとなる位置に前後方向を軸として軸支されている。したがって、揺動アーム
６６は、当該中心軸７０ａを軸として上下に揺動可能となっている。また、昇降アーム６
６の基端部の前面にはアームガイド体（図示せず）が設置されている一方、第２ケーシン
グ体の前面には、アームガイド体の移動軌跡に沿って円弧状にアーム用スリット７１が設
けられている。そして、該アーム用スリット７１とアームガイド体とが係合しており、ア
ーム用スリット７１内をアームガイド体がスライドすることにより、昇降アーム６６の揺
動を案内可能としている。さらに、昇降アーム６６の基端部後面には、カム６８の周面に
当接可能な突起６４が突設されている。
【００３４】
　一方、昇降アーム６６の先端部には、長手方向へ長い長孔７２が穿設されており、該長
孔７２へ第１ケーシング体７５の後面から後方へ突出する連結部材７４が係合し、昇降ア
ーム６６と第１ケーシング体７５、ひいては電動役物３１とが連結されている。加えて、
第１ケーシング体７５には下方へ突出する凸部が設けられており、該凸部にコイル状のバ
ネ部材６７が嵌装されている。さらに、カバー体３２における凸部の下方となる位置には
バネ部材６７の下部を収納して支持する支持凹部７３が設けられており、該バネ部材６７
によって第１ケーシング体７５（電動役物３１）が上昇方向へ付勢されている。
【００３５】
　そして、上記昇降用機構では、通常時、電動役物３１は自身の重さにより、バネ部材６
７の付勢力に抗して図４及び図１３に示すような下降位置にある。したがって、揺動アー
ム６６の基端部は上限位置にあり、揺動アーム６６の突起６４はカム６８の作用部６８ａ
以外の周面に当接している。ここで、昇降用モータ６５が駆動するとカム６８が回転して
作用部６８ａが突起６４を押し下げ始める。すると、揺動アーム６６の先端部は上方へ移
動し始め、電動役物３１は、バネ部材６７の付勢力にも助けられながら、昇降ガイド体５
７及び昇降用スリット５８に案内されながら上昇を開始する。その後、カム６８が回転を
続け、作用部６８ａが突起６４から離れる直前において電動役物３１は図１４及び図１６
に示すような上昇位置へ達する（揺動アーム６６の基端部は下限位置へ達する）。ここか
ら更にカム６８が回転し、作用部６８ａが突起６４から離れると、作用部６８ａによる突
起６４の押圧が解除となり、電動役物３１は自身の重さによりバネ部材６７の付勢力に抗
しながら落下し、上記下降位置へと復帰する。
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【００３６】
（本実施形態のパチンコ機による効果）
　以上のような構成を有するパチンコ機１によれば、遊技球の図柄始動口１９やチューリ
ップ式電動役物１７への入賞に伴い変動表示する図柄表示部６を、その変動表示中に遊技
盤２面と平行な面内で上下へ昇降したり左右へ揺動したりする電動役物３１に設けており
、図柄表示部６が電動役物３１と共に上下方向及び左右方向へ移動可能となっている。さ
らに、電動役物３１は、その前面の表面積が遊技領域１６の面積の半分以上にもなるよう
な大きさとなっている。したがって、従来にない大型の電動役物３１が動作し、且つ、電
動役物３１と共に図柄表示部６までもが移動するという斬新な演出を遊技者に提供するこ
とができ、遊技性の向上を図ることができる。
【００３７】
　また、電動役物３１に保留表示部４１及び証拠図柄表示部４２を設けており、図柄表示
部６に加えてこれら両表示部４１、４２も電動役物３１と共に上下方向及び左右方向へ移
動する。したがって、更に斬新な演出を遊技者に提供することができる。
　さらに、電動役物３１には、電動役物３１本体とは独立して動作可能な昇降部材４４が
設けられている。したがって、電動役物３１が動作した上で、更に昇降部材４４が動作す
るといった二段形式の動作演出を実行することができ、パチンコ機１の遊技性を更に向上
することができる。
【００３８】
　またさらに、電動役物３１を上昇方向へ付勢するバネ部材６７を設けており、昇降用モ
ータ６５が駆動すると、バネ部材６７の付勢力に抗して下降位置にある電動役物３１が、
付勢力に補助されながら上昇して上昇位置に達するように構成しているため、昇降用モー
タ６５にかかる負荷を軽減することができ、従来よりもトルクの小さなモータで対応する
ことができる。したがって、昇降用モータ６５の設置スペースを省スペース化することが
できるし、コストの低減も図ることができる。
　また、電動役物３１を自身の重さで落下させて下降位置へ移動させるように構成してい
るものの、バネ部材６７が緩衝部材としての機能を発揮するため、電動役物３１の損傷等
を防止することができる。さらに、電動役物３１の下降に昇降用モータ６５を必要としな
いため、昇降用モータ６５の負荷軽減による耐久性の向上は勿論のこと、モータを利用し
て下降させるよりも速く上昇位置から下降位置へ移動させることができ、スピード感のあ
る演出を実行することができる。
　さらにまた、電動役物３１の後面には、後方へ突出する一対のリブ５２、５２を設ける
一方、電動役物３１の後方に位置する装飾パネル３４には、前方へ突出する案内レール３
５、３５を設けており、電動役物３１を設置した際、各リブ５２の後面が各案内レール３
５の前面と交差するような姿勢で当接させるようになっている。そして、リブ５２、５２
と案内レール３５、３５とが当接した状態のまま、電動役物３１が上下左右へ動作するよ
うにしているため、動作時における電動役物３１の前後でのガタ付きを効果的に防止する
ことができる。
【００３９】
　また、電動役物３１を上下方向へ動作させるための昇降アーム６６に関し、前後方向へ
折り曲げてなる段部を設けるとともに、その後面に補強金属板６９を固着しているため、
昇降アーム６６の強度を向上することができ、大型の電動役物３１であっても昇降アーム
６６が変形したりしない。
　さらに、電動役物３１の揺動を案内する揺動用スリット６３の中央下面に凹部を設けて
いるため、該凹部へ揺動ガイド体６２が嵌り込むことにより、電動役物３１が揺動方向で
中央に位置する際に、電動役物３１をガタ付かせることなく安定して保持することができ
る。
【００４０】
　また、昇降部材４４に光拡散板４５ｂを設けており、昇降部材４４の下降に伴い光拡散
板４５ａが下降して発光基板５０の前方に位置し、発光基板５０に搭載されたＬＥＤ５０
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ａ、５０ａ・・の発光を拡散して発光演出を行うようにしている。したがって、発光基板
５０自体を動作可能とする必要がなく、従来の如く発光基板に接続される配線が移動時に
損傷してしまうといった事態の発生を防止することができる。また、配線に係る構造を簡
素化することができるし、昇降部材４４の重量を低減することができ、比較的小さなモー
タ４７で昇降部材４４を動作させることができるため、配線やモータ４７に必要なスペー
スを省スペース化することができる。したがって、配線やモータ４７が他の部材の邪魔に
なったりしない上、電動役物３１の設計自由度を向上することができる。
　さらに、昇降部材４４を、下方へ向かって左右外側へ拡がる「ハ」字状となるような姿
勢とされ、夫々縮む斜め上方へ付勢力を発揮する一対のバネ４９、４９により付勢してい
るため、昇降部材４４の昇降動作時に昇降部材４４が左右で傾いたり、前後にばたついた
りすることを防止することができる。
【００４１】
　さらにまた、電動役物３１の後方で、少なくとも電動役物３１の可動範囲にわたって位
置する装飾パネル３４を金属片を混入した合成樹脂製とするとともに、電動役物３１の後
面の周縁部に、後方へ向けて発光するように装飾ＬＥＤ５１、５１・・を設けており、該
装飾ＬＥＤ５１、５１・・も、図柄表示部６における変動表示態様や電動役物３１の動作
に応じて点灯／点滅するようにしている。したがって、装飾ＬＥＤ５１、５１・・の光が
装飾パネル３４に反射し、電動役物３１の外周縁を浮かび上がらせる間接照明として機能
することになり、従来にない視覚的な演出、すなわち立体感のある発光演出を実現するこ
とができる。
　加えて、後方へ向けて発光する装飾ＬＥＤ５１、５１・・を、前方へ向けて発光する装
飾ＬＥＤ９２、９２・・と同じ発光基板９３に搭載しているため、部品点数を削減するこ
とができ、構成の合理化を図ることができる。
【００４２】
　また、カバー体３２の下部で電動役物３１の下方となる箇所に、前後２つの配線路３９
ａ、３９ｂをカバー体３２と一体的に積層して設けており、電動役物３１内へ引き込まれ
るリード線を、その接続先に応じて２つの配線路３９ａ、３９ｂで分けて配線可能（すな
わち、接続される基板毎に選択的に使用可能）としている。したがって、図柄表示部６が
設けられていることでリード線が多い上、上下左右へと複雑に動作可能であるにもかかわ
らず、リード線が絡まりにくい構造となっている。加えて、リード線を交換したような場
合に、どのリード線がどの基板に配線されているか判別し易く作業性が良い。
　さらに、電動役物３１の下端に設けられたリード線を引き込むための引き込み口は、突
出部としての昇降用連結ボス５３により左右で区画されており、第１配線路３９ａに沿っ
て配線されたリード線は昇降用連結ボス５３の右側から、第２配線路３９ｂに沿って配線
されたリード線は昇降用連結ボス５３の左側から夫々本体カバー内へ引き込むようになっ
ている。したがって、リード線の絡まりを一層確実に防止することができるし、リード線
の判別容易性についても一層向上することができる。
【００４３】
　加えて、カバー体３２の下部で電動役物３１の下方となる位置に、第１排出レール３７
と第２排出レール３８とを組み付けている。そして、各排出レール３７、３８に図柄始動
口１９や入賞口９１ａ～９１ｄへ入賞した遊技球を下方へ排出するための種々の排出路を
形成することで、遊技球の排出路に係る構成をユニット化している。したがって、第１排
出レール３７や第２排出レール３８を組み付けるだけで容易に排出路を形成することがで
きるし、排出路が変形した際における交換等が容易である。また、図柄始動口１９や入賞
口９１ａ～９１ｄの位置が同じであれば、異なる機種のパチンコ機にも排出レール３７、
３８を適用することができ、使い勝手が良い。
【００４４】
（本発明の変更例について）
　なお、本発明のパチンコ機に係る構成は、上記実施形態に何ら限定されるものではなく
、パチンコ機全体の構成、電動役物の全体的な形状や大きさ、電動役物を動作させるため
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変更可能である。
【００４５】
　たとえば、電動役物３１を左右へ揺動させたり、上下へ昇降させたりする機構について
は、揺動アーム６１や昇降アーム６６を用いた機構ではなく、別の機構を採用しても何ら
問題はない。また、電動役物３１に保留表示部４１や証拠図柄表示部４２を設けるか否か
や、ＬＥＤをどのように配置するか等についても設計変更可能である。
　さらに、配線路３９ａ、３９ｂを設ける位置や数についても上記実施形態の態様に何ら
限定されることはないし、昇降アーム６６に補強金属板６９を取り付けるか否か、案内レ
ール３５やリブ５２を設けるか否か等についても適宜変更すればよい。
【符号の説明】
【００４６】
　１・・パチンコ機、２・・遊技盤、６・・図柄表示部、１６・・遊技領域、１９・・図
柄始動口、２６・・センター部材、３１・・電動役物、３２・・カバー体、３４・・装飾
パネル、３５・・案内レール、３６・・機構部、３７・・第１排出レール、３７ａ・・排
出路、３８・・第２排出レール、３８ａ～３８ｃ・・排出路、３９・・仕切り部材、３９
ａ、３９ｂ・・配線路、４１・・保留表示部、４２・・証拠図柄表示部、４３、５１、９
２・・装飾ＬＥＤ、４４・・昇降部材（可動部材）、４５・・発光部、４５ｂ・・光拡散
板、４６・・カバー部、４７・・モータ、４８・・ギア、４８ａ・・突起、４９・・バネ
、５０、９３・・発光基板、５０ａ・・ＬＥＤ、５２・・リブ、５４・・掛止片、６４・
・突起、６６・・昇降アーム、６７・・バネ部材、６８・・カム、６８ａ・・作用部、６
９・・補強金属板、７３・・支持凹部、７５・・第１ケーシング体。

【図１】 【図２】
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